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題簽
序
序文
両津市総務課長 権代畔児
東京大学 伊東多三郎
新潟大学 中村辛一
「河崎村史料編年志上巻」を読んで 直江津高等学校 渡辺慶一
発刊のことば 両津市河崎公民館長 富樫賢雄
巻頭言 私という者と、本書の成る迄 編纂責任者 橘 正隆
緒 言 河崎村というところ
第一章 原始時代
一、縄文式文化時代
二、弥生式文化時代
三、古墳文化時代
第二章 国司時代
一三五 成務 五 九月国制定まり、大荒木直佐渡国造となる。
五四四 欽明 五 粛慎人甞て佐渡島を抄掠せし事件を、十二月越国より言上。
七〇〇 文武 四 二月、越後・佐渡両国岩船柵修営。
七〇一 大宝 元 八月、佐渡外十六か国蝗及び大風被害、秋稼を損ず。
七〇九 和銅 二 七月、佐渡外三か国より船壱百艘を征狄所に送る。
七一一 同 四 四月、大倭・佐渡両国飢え、賑給を加えらる。
七一二 同 五 正月古事記成り、佐渡を大八島の七位に置く。
七一三 同 六 五月、諸国に命じて風土記を作らしむ。佐渡も書上げたものらし
いという。
七二〇 養老 四 五月、日本書記成る。佐渡洲は隠岐洲と双生すという。
七ニ一 同 五 四月佐渡国を三郡制とし、八月越前国按察使に隷属せしむ。
七二二 同 六 正月、穂積朝臣老誣告の罪により佐渡流罪(佐渡流人初見)
七二四 神亀 元 三月、配流所の道程を定め、佐渡等六か国を遠流の地となす。(王
朝時代流人一覧表)
七三六 天平 八 この年の佐渡国正税帳正倉院に現存。この頃の佐渡国勢郷十三・
里卅八。
七三九 同 十一 十一月佐渡国人納付の調布壱巻正倉院に現存。
七四一 同 十三 八月霖雨の被害甚大、そのため当年の田税等免除。
七四三 同 十五 二月佐渡国を越後国に併合。十月佐渡外廿四か国の調庸等を紫香
楽宮に貢す。
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七五二 天・勝 四 九月渤海国使者佐渡島着船。十一月佐渡国復置。この年佐渡島の
二郷を東大寺の封戸となす。
七五八 天・宝 二 九月、佐渡等六か国に駅鈴一口宛頒布。
七五九 同 三 正月生江臣智磨佐渡守となる。(佐渡守初見。)九月軍用造船八十
艘を北陸道諸国に割当つ。
七六一 同 五 三月、宍人朝臣和磨佐渡守となる。(佐渡国司一覧表。)
七六四 同 八 八月、佐渡国分寺に最勝王経・法華経各壱部を施納。
七六八 神・景 二 三月、毎年越後国より支出の佐渡国造国分寺料稲壱万束を佐渡国
田租より出すこととなる。
七七四 宝亀 五 この年の図書寮解に「未進紙、佐渡国八百張」とある。
七八〇 同 十一 七月北陸道の軍兵に対し、教習怠らず外蕃の賊船に備うべき旨の
勅あり。
七八一 天応 元 九月、佐渡国矢田部某納付の調布で仕立てた布袴一着正倉院に現
存。
七九一 延暦 十 九月、佐渡国物部天神従五位下となる。(外三神の叙位併記。)
七九二 同 十一 潟上村八王子大明神（現称牛尾神社）勧請という。
八〇二 同 廿一 正月、毎年塩百廿石を出羽国雄勝城へ運送方命ぜらる。
八〇五 同 廿四 十月、道公全成官鵜を盗み、伊豆国へ配流。(佐渡人流罪の初見。)
八〇七 大同 二 この年下久知薬師堂建立という。
八〇八 同 三 五月「大同類聚方」成る。佐渡国三方を載せた流布本は後世の偽
書。
八〇九 同 四 二月、佐渡、隠岐両国に各掾一員を置く。
八二〇 弘仁 十一 この年「弘仁式」成る。佐渡関係事項をあげておく。
八二二 同 十三 この年国分寺尼法光、越後国渡戸浜に布施屋を建つ。
八二九 天長 六 十一月、丈部若刀自売三児を産み、正税三百束、その他の手当を
受く。
八三〇 同 七 十一月、佐渡等諸国に国博士医師を補任す。
八三一 同 八 四月、久知河内長安寺創建。
八三三 同 十 五月、相撲節会に出場すべき膂力者を貢進。(越後国一宮弥彦神
は佐渡国より遷るとの説あり。)
八三四 承和 元 十月佐渡国に慶雲現わる。十一月佐渡国の郡毎に権任員を置く。
八三五 同 二 八月賑恤の詔あり、昨年風雨被害のため凶作であつたことによる。
八四四 同 十一 十一月、佐渡国解に任せて、国分両寺の度縁戒牒を国庫に納める
こととなる。
八六五 貞観 七 三月、諸国に介と掾を置いたが、佐渡国等は除外。
八六六 同 八 九月伊豆国に流された大納言伴善男を佐渡国の出生とする説あ
り。(貞観式追灘祭文)
八六九 同 十一 この年僧聖宝、自刻の空海木像を小比叡山蓮華峰寺に納むという。
八七一 同 十三 五月、佐渡国の兵庫震動。
八七七 元慶 元 十二月、初めて佐渡・能登両国に検非違使を置く。
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八七八 同 二 九月、佐渡国に国掌二人を置く。
八七九 同 三 十二月、加茂郡人勲知雄等の殺人従犯の罪恩赦に浴して免除。(久
知の源語「勳知」初見。)
八八〇 同 四 八月、弩師一員を置く。
八九四 寛平 六 四月、北陸等諸道に警固を命じ、新羅賊の来冦に備えしむ。
九一四 延喜 十四 八月、諸国の地子・交易品の価、及び例年納める地子の員数を改
定。(佐渡のもののみを掲ぐ。)
九二七 延長 五 十二月、延喜式成る。佐渡関係事項摘記。(並に和名抄に掲載さ
れた佐渡国三郡の郷名を掲ぐ。)
九四五 天慶 八 九月、諸国の参期を勘申、佐渡・越後・隠岐の三国は翌年七月と
定む。
九六一 応和 元 この年下久知八幡宮勧請という、但し異説あり。
九六九 安和 二 いわゆる安和の変後に於ける藤原千時・千晴両人に纏わる伝説が
佐渡にある。
九七五 天延 三 この年椎泊白山権現開基という
九七七 貞元 二 この年椎泊弁天社勧請という。
九八六 寛和 二 この年河崎水尾大明神勧請という、但し異説あり。
九九九 長保年中 この頃住吉村住吉社開基という。
一○○三
一〇一九 寛仁 三 八月、佐渡守有孝等禁中乱入者を補う。(佐渡史無関係の事柄だ
が、序に記した。)
一〇二一 治安年中 この頃佐渡国より金出づという。佐渡船異島に漂着したのもこの
一〇二三 頃か。
一〇二三 治安 三 この年城腰中島弁才天開基という。
一〇三五 長元 八 月欠く、巡辺信武を佐渡国目に任ず。(目の初見。)
一〇六三 康平 六 十月、興福寺僧等山陵の事に座して各地に配流。佐渡へは藤原仲
光が流されたという。
一一二八 大治 三 八月、佐渡守藤原親賢、流謫人源明国を他国に移されんことを請
う。
一一四九 久安 五 十一月、神宮寺厳朗法印、石清水八幡佐渡国別宮の別当職となる。
一一五二 仁平 二 八月、大川津上大明神開基という、但し異説あり。
一一五六 保元 元 九月、佐渡兵衛重貞鎮西八郎為朝を〓(ﾃﾍﾝ+弱)め捕る。(佐渡史
に関わりないけれど序に記す。)
一一五七 同 二 十一月、近江国得珍保商人の惣領地を宣下された中に佐渡国も含
まる。(但し偽書説あり。)
一一五八 同 三 十二月、佐渡等諸国の石清水八幡宮領を掠略することを止む。
一一五九 平治 元 正月、藤原範兼を佐渡守に・源行俊を佐渡掾に任命。(同時の任
命初見。)
一一六五 永万 元 六月、神祇官が年貢を進上せし宮を注進した、その中に佐渡国一
宮の記事がある。(佐渡国一宮初見。)
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一一六八 仁安 三 この年久知河内薬師堂・二俣観音堂・並に宝性院開基という。
一一八三 寿永 二 十二月、佐渡守重隆以下八人解官。
一一八七 文治 三 三月、源九郎義経の乗船佐渡沖で難風に弄ばれ、寺泊に漂着すと
いう。
第三章 地頭時代
一一九八 建久 九 十一月、興福寺巳講玄俊、嗷訴の罪により佐渡国に配流。
一一九九 正治 元 三月、高雄文覚佐渡国に配流、但し異説あり。
一二〇一 建仁 元 四月、佐渡・越後両国等の兵、城資盛を討って破る。
一二〇二 同 二 十二月、高雄文覚京都に召し帰さる。
一二〇六 建永 元 九月、参議左大弁藤原公定、官を解かれて佐渡国に配流。
一二〇七 承元 元 二月、法然の門弟所刑され、親鸞は越後国・法本房行空は佐渡国
に流罪となる。
一二一二 建暦 二 五月法橋道範、六月伊達為家佐渡流罪。九月気比社神領の注進中
に佐渡国作田云々とある。
一二一四 建保 二 十二月、前清水寺執行法橋快玄佐渡配流。
一二一五 同 三 五月、後鳥羽上皇御逆修行われ、佐渡国司も進物を奉献。
一二一六 同 四 五月安楽寺悪徒僧仙秀、六月宇佐公妙佐渡配流。
一二二〇 承久 二 十一月、東宮御着袴の事による禄物を課せらる。
一二二一 同 三 七月、順徳上皇佐渡国遷幸。
一二二五 嘉禄 元 この年下久知山王権現（硯称河崎神社）開基という。
一二三一 寛喜 三 七月、京都北野祭大蔵省分饗の事につき、佐渡国を免除。
一二四二 仁治 三 九月、順徳院佐渡国において崩御。
一二四三 寛元 元 四月、康光法師順徳院御遺骨を山城国大原法華堂に納む。
一二四九 建長 元 十二月、国包八幡村八幡宮権神主職に補任さる。
一二五八 正嘉 二 十二月、国包八幡宮若宮殿権殿内職に補任さる。
一二六二 弘長 二 六月、羽茂郡常楽院梵鐘鋳造。
一二六九 文永 六 四月の下行札に「当地頭本間山城云々」とある。(地頭本間文証
の初見。)
一二七一 同 八 三月長安寺に制札下附。十月流人日蓮着島。この年下久知諏訪明
神勧請という。
一二七三 同 十 二月、沙弥最信平野出羽四郎に宛て、長安寺等三カ寺々中殺生停
止の教書を下す。
一二七五 建治 元 八月僧長円長安寺院主職を僧浄聖に譲る。九月某同寺の寺規を定
めて寺田を寄進。
一二八四 弘安 七 八月、北条時光佐渡配流。
一二八五 同 八 六月、本間宜定兄弟の所領地相論に対して、北条宜時裁断を下す。
一二八六 同 九 八月、佐渡国を東寺の領国とし、同寺の造営に充行う。
一二八九 正応 二 十二月、国包八幡若宮殿の権殿内職に補任さる。(一二五八と重
複しているが、今はその侭掲げた。)
一二九三 永仁 元 四月北条宗綱佐渡配流。十二月聰七元主君宮殿権代神主に補任さ
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る。
一二九五 同 三 九月、僧信性等北条宜時のために羽黒山正光寺に推鐘一口寄進。
一二九八 同 六 三月、藤原為兼佐渡配流。(嘉元元年閏四月京へ召し帰さる。)
一三〇〇 正安 二 この年両尾白山（異説あり）・及び十二権現、並に羽二生若宮権
現開基という。
一三〇八 延慶 元 五月本間泰宣先例に任じて国分寺領寄進という。八月本間兵衛太
郎蹴鞠鴨沓の儀を許さる。
一三一九 元応 元 十月、近江国日吉社々領注進記の中に「佐渡国新穂庄」がある。
一三二〇 同 二 六月仁和守益守蓮華峰寺の題額を認む。八月畠助なる者村落の境
界を定む。
一三二二 元亨 二 八月建立にかかる大石熊野権現棟札視存。
一三二三 同 三 八月沙弥行恵佐渡国十社神事に関する教書を本間九郎入道に下
す。十二月北条惟貞？佐渡国三か所を本間有綱に安堵せしむ。同
月沙弥宝明長安寺に仏供田寄進。
一三二四 正中 元 五月、僧快円長安寺院主職を僧佐渡に譲る。
一三二五 同 二 八月僧円光長安寺に仏供田寄進。同月日野資朝佐渡配流(異説あ
り。)畠山成家の配流もこの頃か。
一三二六 嘉暦 元 四月、抄弥行光武井保三分二を妻に譲る。
一三二九 元徳 元 七月、佐渡前司佐々木宗氏卒す。(佐渡史には関係ないが、序に
記しておく。)
一三三二 元弘 二 六月、日野資朝佐渡に於て斬首。その子阿新丸太刀取本間三郎を
殺すという。
一三三三 同 三 五月、本間山城左衛門鎌倉に於て北条家のため奮戦の後自尽すと
いう。
一三三四 建武 元 四月、謂わゆる建武中興成る、佐渡関係の大要を記す。佐渡国司
千種氏赴任という(南朝国司の初見。)
一三三六 延元 元 六月、本間源太左衛門に参洛の教書下る。
一三三九 暦応 二 この年佐渡国に安国寺建立という。
一三四〇 興国 元 七月、沙弥道昭竹井保を本間源八郎の子供に譲る。
一三四二 康永 元 七月、瀬尚村を佐渡守に任ず。(北朝国司の初見。)
一三四三 同 二 四月僧教印長安寺に仏供田寄進。六月本間宜久の陳状に対し下知
を下す。
一三四四 同 三 四月本間泰貞等年貢結解状等を勘定注進。十一月青木外五か所の
地頭職を園城寺に寄進。
一三四五 貞和 元 八月小比叡北野社勧請。了阿が来島したというのもこの頃か。
一三四六 同 二 五月、本間泰秀舎弟六郎を養子として高家相を譲る。
一三四八 同 四 六月しやうにん本間山城左衛門等の知行分を虎松に譲る。八月本
間山城六郎紀伊凶徒退治のため発向すべき下知を受く。
一三四九 同 五 三月本間季有、同姓山城六郎知行分の年貢結解状注進。八月大江
景実佐渡配流。
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一三五〇 観応 元 九月、本間山城六郎再び紀伊凶徒退治のため発向すべき下知を受
く。
一三五一 同 二 六月本間刑部左衛門入道貞忠の所領安堵と同時に、紀伊凶徒退治
のため発向方の下知を受く。同月談議所憲空録職安堵。八月本間
貞泰長安寺の舞楽興行を奨励。
一三五二 文和 元 二月本間頼秀・閏二月同姓貞泰共に長安寺々規を定む。
一三五五 同 四 三月、遊行八世（時宗）渡船来島布教。(遊行渡島の最初。)
一三六五 貞治 四 二月、春日社造替料棟別銭を課せらる。(棟別銭、及び佐渡国守
護宛文書の初見。)
一三六六 同 五 三月、及び六月本間有直わが子季有に所領を譲る。七月本間頼秀？
国分寺別当職分寄進。
一三七二 応安 五 正月僧覚成佐渡流罪。十月本間直泰長安寺の仏神田を安堵せしむ。
一三七九 康暦 元 この年城腰明鏡寺草創の由言い伝う。
一三八〇 同 二 六月本間直泰久知郷等の地頭職安堵。九月本間泰直の訴願に対し
畠山入道(佐渡国守護人か)に教書下る。この年河崎村晃照寺開基
という。
一三八一 永徳 元 四月本間九郎右衛門二見半分の地頭職安堵。十一月本間勘解由左
衛門久知郷三分一等の知行安堵。十二月本間泰直の重訴に対し畠
山入道に下知。同月本間左衛門四郎長木等の知行安堵。
一三八二 同 二 九月、管領期波氏より久知地頭に対し、沢崎・宿根浦の件につき
教書あり。(但し断片で詳細不明。)
一三八四 至徳 元 この年下久知和光院開基という。
一三八八 嘉慶 二 六月、長尾高景黒川時実をして佐渡討伐の軍に参加せしむ。
一三八九 康応 元 二月、長尾高景佐渡出軍中戦没。
一三九〇 明徳 元 八月、久知直泰、国分寺に願望成就せば土地を寄進すべき旨誓約。
一三九一 同 二 七月、備中守義孝幕府内の訴訟の経過を本間山城弥次郎に報ず。
一三九六 応永 三 正月、国分寺僧定意間生人屋敷等を松王丸に譲与。この年羽茂寺
田十王堂成る。
一四〇二 同 九 四月、国分寺僧定意、その所領及び別当職を定翁に譲与。
一四〇五 同 十二 八月附久知地頭給分帳の一部現存。
一四〇六 同 十三 十一月、久知二代高泰、並に沙弥源祐長安寺々規を定む。
一四〇七 同 十四 七月、本間詮忠子息有泰に所領を譲る。
一四一四 同 廿一 二月、本間山城道昭？後家妙義尼に所領を譲る。
一四一五 同 廿二 二月、ゑいうんそう ひたのこうゑもん 入道に田地等を給与。
一四一九 同 廿六 七月、湊源阿弥陀仏長安寺に大般若経六百巻？を納む。
一四二一 同 廿八 六月、本間時直佐渡守に任ぜらる。
一四二二 同 廿九 四月本間泰重一揆安穏のため国分寺に屋敷寄進。十二月本間末長
所領安堵。
一四二六 同 卅三 九月、沙弥真本等羽茂菅原天神に河原畠を寄進し、且同社別当の
次弟を定む。
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一四二七 同 卅四 五月国分寺僧明賢別当職を尾張公に譲る。同月本間重季大蓮寺の
本尊を再興。
一四三〇 永享 二 三月、宮浦入道源貞河崎・椎泊の山境を定む。
一四三一 同 三 二月、同人両尾・椎泊の山境を定む。
一四三四 同 六 五月、観世元清佐渡流罪。
一四三五 同 七 二月、本間頼長和泉保等の所領安堵。
一四三七 同 九 三月本間源厚領地を淳泰に譲る。六月幕府惣領に違背する庶子の
領地を総領に安堵せしむ。八月河原田地頭近藤左衛門の持地を安
堵せしむ。
一四三八 同 十 二月本間季直所領安堵。四月本間太郎左衛門同然。同月妙義尼領
地を清雲に譲る。
一四四二 嘉吉 二 十一月、久知地頭蔵人平三に八百地給与。
一四四六 文安 三 十二月、河原田地頭近藤某の宮人足を免除。
一四四七 同 四 十月紀伊国熊野法印道珍佐渡国等の檀那を寛宝坊に譲る。この月
本間信濃守泰重の家督を内蔵助泰直相続の由。(応仁武鑑抄によ
る。本間の得分等明記してあるも真偽不詳。)
一四四八 同 五 七月、青木季高外三名の連署を以て、一揆中やすこの女子許に田
壱町を渡す旨誓約。
一四四九 宝徳 元 二月、宮浦次郎兵衛国分寺薬師仏に田壱反寄進。
一四五一 同 三 五月本間淳泰所領を金丸虎王丸に譲る。十月、及び十二月久知高
泰蔵人平馬尉に領地給与。
一四五二 享徳 元 八月長安寺仁王天修理。この年下久知正覚寺開基という。
一四五七 長禄 元 十月、川崎・椎泊山境争いにつき久知地頭時泰裁決。
一四五八 同 二 二月、河原田地頭一の沢妙勝寺に田地寄進。
一四五九 同 三 十二月、高師長曾祖父師英の所領佐渡国等を復帰せんことを幕府
に訴願。
一四六二 寛正 三 この年頃になる熊野善成坊の檀那書上げに佐渡国の檀那も見え
る。
一四六三 同 四 三月談議所僧憲空に聖朝安穏祈願の宣あり。四月本間時直は大和
守・同高直は近江守となる
一四六五 同 六 六月、本間時直足利義政に進物を贈る。幕府が御料所深浦を時直
に預けたのもこの年か。
一四七〇 文明 二 この年下久知弥勒寺開基という。
一四七三 同 五 この年河峰源秀院開基という。
一四七四 同 六 この年河崎西方寺開基という。
一四七七 同 九 十月尋尊大僧正記『諸国守護職」の中に「佐渡国一部斯波」とあ
る。
一四七九 同 十一 九月、僧明蔵長安寺に阿弥陀・薬師像等を寄進。同寺の役僧が寺
規を定めたのもこの頃か。
一四八〇 同 十二 三月、春日新助佐渡目に任ぜらる。(佐渡目初見。)
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一四八三 同 十五 五月、国分寺僧良賢奥之坊等に田・及び屋敷を分譲。
一四九〇 延徳 二 この年羽丹生来迎寺開基という。
一五〇一 文亀 元 五月、久知初代直泰発願にかかる大蔵経六百巻の写経達成。
一五〇三 同 三 三月、長谷・小比叡両寺を再興せる僧長鏡示寂。
一五〇五 永正 二 正月八幡村八幡宮供物・進物・田遊等の記録存す。この年住吉瑞
芳寺開基という。
一五〇六 同 三 六月久知時泰羽丹生七郎左衛門の代替地を定む。また明慶寺僧国
分寺住持となるを祝す。
一五一〇 同 七 四月、佐渡に亡命中の長尾為景等再起して越後蒲原津に上陸、遂
に上杉顕定を亡ぼす。
一五一七 同 十四 七月、佐渡国勝興寺を越中国土山に再興すという。
一五一八 同 十五 十二月、久知時泰三国三郎左衛門に田地を給与。
一五二三 大永 三 この年河崎福蔵院宮浦慶宮寺より伝法相続すという。刀工兼光の
渡島もこの頃か。
一五二七 同 七 四月、先年よりの国仲大乱この月最も激戦、漸く上杉定実の仲裁
斡旋によつて鎮定。
一五二九 享禄 二 この年三分一宝珠院開基という。
一五三〇 同 三 九月、久知時泰三国三郎左衛門に羽丹生代官職を宛行い、重ねて
田地を給与。
一五三四 天文 三 三月、雑太郡地頭高滋阿仏坊に御免寺・並に北陸道統領を安堵。
志田豊蔵武道免許を受く。
一五四三 同 十二 七月、本間季直佐渡守となる。この年鶴子銀山始まるという。
一五五一 同 二十 四月、羽茂地頭高季宿禰宜彦衛門に舟宿を預く。(舟宿文書初見。)
一五五五 弘治 元 五月、小比叡山達華峰寺再興。この年松浪遊仁西三川砂金山を稼
ぐという。
一五五六 同 二 久知正泰、桝屋式部に舟代の田地を給与。
一五五七 同 三 久知正泰、五月三国三郎右衛門に羽入代官職を・十月神五郎に住
吉の土地を・十二月三国小三郎に田及び屋敷を、それぞれ給与。
一五五九 永禄 二 六月、長尾景虎佐渡産の金銀を京洛の諸所に贈与すという。朝井
鍛冶の来住もこの年頃か。
一五六〇 同 三 九月、久知正泰神五郎に加茂の地を給与。
一五六一 同 四 二月、長尾景虎小田原出陣に際し佐渡兵も従軍すという。梅津地
頭渋谷半左衛門が佐渡を脱して佐竹公に仕えたのもこの年頃より
か。
一五六四 同 七 五月書上の京都北野社々領目録の中に「佐渡国蜷川保」とある。
八月久知後室榎雅楽の所帯を桝屋甚五郎に給与。
一五六五 同 八 四月羽入小六郎武道免許を得。八月佐渡の禅刹本田・東光両寺の
開山麗天和尚示寂。十二月本間貞直平清水の田地を妙勝寺に寄進。
一五七〇 元亀 元 上杉輝虎本間下野守の進物に答礼したのはこの年七月か。
一五七三 天正 元 八月、本間新九郎小笠原流弓術の奥伝を許さる。
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一五七四 同 二 十一月、矢馳季暁京の日典に市野沢の寺地を寄進。
一五七五 同 三 四月、矢馳季暁榎掃部の在所を安堵せしむ。
一五七六 同 四 十月附、羽茂郡より越後上杉家に納めた蔵入米高帳の表紙現存。
一五七七 同 五 七月、越後勢佐渡の一揆を鎮定すという。但し年月に異説がある。
一五七八 同 六 正月上杉謙信上洛の陣触れあり、佐渡勢も参加すという。但し三
月謙信急逝のため中止。
一五八一 同 九 四月上杉景勝潟上地頭に巻物を贈って答報。十月久知泰時下之宮
に田地寄進。
一五八二 同 十 三月泉沢小四郎世尊寺に寺地寄進。四月上杉景勝久知・潟上等の
地頭と血判の誓詞を交換。六月景勝織田信長の死を久知外六地頭
に即報。八月久知与十郎馬術中段の免許を得。
一五八三 同 十一 六月、久知与十郎兵法の伝授を受く。この年椎泊長善寺開基とい
う。
一五八四 同 十二 八月上杉景勝使者を本間山城守に送り羽茂との干才を納むべき旨
勧説。本間弥太郎一書を右使者に托して直江山城守に送る。この
年椎泊願誓寺開基という。
一五八五 同 十三 三月上杉景勝再び使者を佐渡に送る。同月泉沢小四郎は世尊寺に、
河原田、及び雑太地頭は長福寺に、それぞれ制札を下す。
一五八六 同 十四 五月上杉景勝兵粮米百俵を佐渡に送る。六月豊臣秀吉佐渡成敗方
を景勝に許す。七月景勝久知与十郎に越後出仕方を沙汰す。
一五八七 同 十五 正月久知泰時不動院に南泉職を寄進。不動院はこの年の開基とい
う。二月吉井地頭剛安寺に照明寺の両職を寄進。
一五八八 同 十六 十一月、羽茂高季河原田と和解の件を春日山に答報。この年大川
照光寺開基という。
一五八九 同 十七 三月景勝本間左馬助の忠信を賞し、四月重ねて来月中旬佐渡々海
の旨通報。六月越後勢佐渡攻略、軍奉行阿仏坊外数か所に制札を
掲ぐ。直江山城阿仏坊安堵。前田利家景勝の佐渡凱旋を祝す。七
月秀吉景勝に祝報。景勝佐竹義重に佐渡凱旋を報知。八月景勝本
間左馬助に中興の地を賞与。また景勝佐渡在任将士の給分を定む。
大清水別当良雅佐渡国の寺院を調査。九月黒金尚信畑野熊野宮禰
宜分安堵。景勝諸将と置酒聯吟を催す。十二月黒金尚信畑野熊野
宮・小倉八幡宮の本領を安堵せしむ。この年越後より流民四百人
を移植したとも、越後より種籾を移入したともいわれる。
一五九〇 同 十八 三月直江兼続長谷寺々領安堵。六月雹降る。十二月山田村年貢皆
済証現存。
一五九一 同 十九 十二月附山田村年貢皆済証現存。
一五九二 文禄 元 九月景勝佐渡在任吉田・富永両人を労う。十月寺社領等検知。十
二月山田村年貢皆済証現存。
一五九三 同 二 三月より毎年砂金三駄宛伏見へ納むという。七月潟上帰本斎住吉
中務に下山贈与。八月霖雨洪水。十二月山田村年貢皆済証、及び
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長江村年貢算用令書現存。
一五九四 同 三 夏霖雨洪水。九月大河・羽丹生山論殺人事件あり。十月吉井本郷、
及び長福寺領水害検知。十二月浅野弾正直江山城守に金山見立方
交渉。羽二生盛継与四郎に野田を給与。長江・山田両村水害検知。
山田村年貢皆済証現存。
一五九五 同 四 正月浅野弾正石田治部に宛越後・佐渡両国金山の発掘方申入れ
る。豊臣秀吉両国の金山を上杉景勝に預け、直江山城立岩・志駄
の両名に金山の代官を命じて掘場の掟を設く。五月鶴子銀山稼ぎ
始むという。夏また水害。十月より寺社領等の被害検知あり。こ
の年完成のいわゆる太閤検知帳に佐渡国も載っている。
一五九六 慶長 元 三月須藤々内左衛門小六郎と一代給の約を定む。八月富永備中守
千光寺に年貢令書を再交付。九月黒金安芸守預米渡方を大井田監
物に報告。十二月黒金信重国分寺に田地等寄進。この月の山田村
年貢皆済証現存。この年沢根町・相川町立ち始まり、相川岩崎四
山に有望なる鉱脈を発見すという。
一五九七 同 二 三月城腰村鉈銭を定む。城腰小林潟尾七郎に土地譲渡(断片)。ま
た椎泊源兵衛等須藤々内左衛門に寺地譲渡。(土地売買証文の初
見。)十二月吉井本郷神田分、及び山田村の年貢皆済証現存。こ
の年河村彦左衛門年貢を吟味したという。久知護摩の記録初見。
一五九八 同 三 三月上杉景勝会津移封。八月豊臣秀吉逝去。九月山田村災害検知。
十一月長井村神田年貢・十二月山田村漆代並年貢・椎泊村年貢・
剛安寺年貢、以上各署済証あり。この年金銀伏見蔵納目録中佐渡
納金額あり。また上杉氏佐渡所領目録も作らる。
一五九九 同 四 二月能登・越中・越後諸国佐渡に渡る金掘共に課金す。閏三月須
賀氏久知河内の田地を村人に返付、及びかくりん持田地を住吉中
務に給与。富永氏河村氏のことに付武井氏に書信。七月河村氏佐
渡仕置改に付触示。十二月徳川家康田中清六船の諸役免除。この
年の年貢皆済証今知るもの七通ある。
一六〇〇 同 五 正月徳川家三奉行田中清六に船役免除の旨執達。六月徳川家康溝
口伯耆守の佐渡干渉を停止。八月頃のいわゆる上杉一揆に佐渡は
荷担せず。十月迄に全島各村に検地帳交付、今知るもの椎泊・両
尾・羽入外卅冊。この年の年貢皆済証両尾・椎泊・久知河内外十
三通。この年新穂町建ち始まるという。
中世の佐渡島・そして河崎村。(文献や物証による検討。)
附録
一、家系及び家乗
久知地頭 潟上地頭 野中家 檜田継図 梅が沢家 本間筑前家 久知八幡宮祠
官小野家 願誓寺須藤家系図 長善寺首藤家系図 三国家 猪股家 桝屋家 角
坂家 河崎菊池家 鵜飼家
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二、苗字及び紋章
苗字分布一覧表 苗字解説 紋章
三、宗教及び家名
(上欄数字は西暦紀元。その下は日本年暦。「天・勝」は「天平勝宝」、「天・宝」は「天
平宝字」、「神・景」は「神護景雲」の何れも略。南北朝暦は文書に使用の年号をあげた。
仁平二年を大治三年の前に組み入れた間違いをお詫びしておく。)
写真及び図版目録
河崎村全図 牛尾杜大般若経
下川茂九社神山 住吉村住吉社古狛犬
晃照寺昔の境内図 所謂「順徳院御影」と御辞世
文永八年長安寺四至制札 永仁三年羽黒山正光寺鐘銘
元応二年大川羽二生等村境証文 慶安及び元禄度宮浦村検地帳
正中二年沙弥円光寄進状 康永二年僧教印寄進状
観応三年長安寺掟書二通 康暦二年久知地頭安堵御教書
河崎村の貴蹟と遺物 元禄度長安寺境内図
東三川内柳沢村慶長検地帳 地頭時代土豪の屋敷図
真輪寺のいう延宝七年御陵図 正嘉二年国包権殿内職補任状
文永十年沙弥最信の下知状 延慶元年本間泰宣の寄進状
元亨三年左馬頭の安堵御教書 偽書天正元年百座秡差出
正中三年沙弥行光譲状 貞和五年源季有年貢結解状
貞治五年国分寺別当職宛状 明徳元年国分寺寄進状
布袴図版、及び現物写真 長安寺仁王像
羽茂郡岩頸村元和検地帳 「吉積殿手作田畠」証文
所謂「御陵の松」の図 文永六年下行札
建治元年長安寺院主職譲状 元応二年うとう七浦大境証文
元亨三年沙弥宝明寄進状 正中元年長安寺院主職譲状
元弘二年日野資朝写経 観応二年長安寺舞楽間定書
応安五年長安寺寄進状 明徳二年備中守義孝書簡
応永十三年長安寺掟書二通 長安寺什宝朝鮮鐘
永享三年両尾・椎泊山境証文 宝徳元年国分寺寄進状
長禄元年椎泊・河崎山公事証文 文明十一年僧明蔵寄進状
久知直泰発願大蔵写経 偽書時泰村境証文
天文三年同上文 弘治二年久知正泰給与証文
永禄六年久知後室給与証文 天正九年久知泰時寄進状
天正十二年景勝勧告状 天正十七年上杉軍奉行の制札
出雲崎町多聞寺の天神像 文禄二年潟上帰本斎給与状
文禄四年剛安寺領水害検知 慶長二年土地売買証文
慶長四年久知河内田地返付証文 慶長五年利済庵分御検知之事
北方村土豪屋敷図 永仁元年若宮殿権代神主補任状
野中家代々法名巻物 応永廿一年道昭？譲状
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応永廿九年国分寺寄進状 永享十年妙義尼譲状
宝徳三年蔵人平三への宛状 寛正四年時直大和守口宣案
別当房等の長安寺掟書 久知時泰代替地証文
大蔵写経裏書 天文十二年源貞直佐渡守口宣案
弘治三年同上 天正二年矢馳季暁寄進状
天正十年泉沢小四郎寄進状 天正十三年泉沢小四郎掟書
天正十七年直江兼続の安堵状 文禄元年剛安寺領細谷分苅帳
文禄三年黒金外四名山論口上書 慶長元年牧村小六郎一代給証文
慶長三年椎泊村年貢皆納証 慶長四年須賀氏給与状
金山掘子之図（鉱山古図） 赤泊港より城山を望む
久知本間家系図 紀州家能装束の一部
応永廿六年長安寺大乗経 永享二年河崎・椎泊山境証文
嘉吉二年蔵人平三への宛状 同上重ねての宛状
同上年高直近江守口宣案 長安寺河(阿)弥陀・薬師二像
久知時泰明慶寺宛書簡 天文三年高滋阿仏坊宛下文
羽茂高季舟宿証文 永禄三年同上
天正四年蔵入米高帳表紙 天正十年景勝誓詞送り状
天正十五年藍原白鴎寄進状 天正十七年僧良雅の調書
文禄元年吉井村細谷御検知一紙 文禄三年羽丹生盛継給与状
慶長二年城腰鉈銭村定証文 慶長三年剛安寺年貢皆納証
慶長五年吉井之内御検地帳 東三川城趾及縄張見取図
赤泊城縄張見取図 熊谷家に伝わる中世の馬具
宝生宗家より下賜の面
